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(57)【要約】
【課題】簡易な処理で、対象物の変化を検出可能な手段 
を提供すること。
【解決手段】システムは、対象物の音である対象音を採 
取するためのセンサーと、制御部と、を備える。制御部 
は、センサーにより採取された対象音と、特定状態の対 
象物の音であるリファレンス音と、を比較する。制御部 
は、比較結果に基づいて、対象物の状態を判断する。制 
御部は、判断した対象物の状態を報知する。リファレン 
ス音は、正常状態の対象物の音である第１リファレンス 
音と、異常状態の対象物の音である第２リファレンス音 
と、を含む。制御部は、対象音と、第１リファレンス音 
、第２リファレンス音の両方と、を比較する。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　16　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
対 象 物 の 音 で あ る 対 象 音 を 採 取 す る た め の セ ン サ ー と 、
制 御 部 と 、 を 備 え 、
前 記 制 御 部 は 、
前 記 セ ン サ ー に よ り 採 取 さ れ た 対 象 音 と 、 特 定 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る リ フ ァ レ ン ス 音 と  
、 を 比 較 し 、
比 較 結 果 に 基 づ い て 、 対 象 物 の 状 態 を 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
特 定 状 態 は 、 対 象 物 の 正 常 状 態 で あ り 、
リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 正 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス  
テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
特 定 状 態 は 、 対 象 物 の 異 常 状 態 で あ り 、
リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 異 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス  
テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
特 定 状 態 は 、 対 象 物 の 正 常 状 態 、 及 び 、 異 常 状 態 で あ り 、
リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 正 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 と 、 異 常 状 態 の 対 象  
物 の 音 で あ る 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 と 、 を 含 み 、
前 記 制 御 部 は 、 対 象 音 と 、 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 の 両 方 と 、 を 比 較 し  
、
比 較 結 果 に 基 づ い て 、 対 象 物 の 状 態 を 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ  
ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 制 御 部 は 、 判 断 し た 対 象 物 の 状 態 を 報 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ  
か １ 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 機 械 学 習 に よ り 学 習 モ デ ル が 作 成 さ れ 、 作 成 さ れ た 学 習 モ デ ル に 基 づ  
い て 取 得 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
対 象 物 は 、 人 工 構 造 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ス  
テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
対 象 物 は 、 人 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
対 象 物 は 、 山 、 河 川 、 森 林 、 海 の い ず れ か １ つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い  
ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
対 象 物 は 、 車 両 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
対 象 物 は 、 車 両 が 通 行 す る 被 車 両 通 行 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か  
１ 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 セ ン サ ー は 、 車 両 が 被 車 両 通 行 物 を 通 行 し た と き に 、 被 車 両 通 行 物 か ら 発 せ ら れ る 音  
を 採 取 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
２ つ の 前 記 セ ン サ ー を 備 え 、
前 記 制 御 部 は 、 前 記 ２ つ の セ ン サ ー に よ っ て 採 取 さ れ た 音 デ ー タ の 差 分 デ ー タ を 算 出 し 、  
算 出 し た 差 分 デ ー タ に 基 づ い て 、 車 両 の 移 動 方 向 を 特 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２  
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に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 被 車 両 通 行 物 を 、 車 両 が 、 一 方 向 か ら 他 方 向 、 他 方 向 か ら 一 方 向 へ 移  
動 す る と き の 音 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 セ ン サ ー に よ っ て 採 取 さ れ た 対 象 音 に 基 づ い て 、 車 両 の 通 行 台 数 を 検  
出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
セ ン サ ー に よ り 採 取 さ れ た 対 象 物 の 音 で あ る 対 象 音 と 、 特 定 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る リ フ  
ァ レ ン ス 音 と 、 を 比 較 し 、
比 較 結 果 に 基 づ い て 、 対 象 物 の 状 態 を 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 対 象 物 の 変 化 を 検 出 す る シ ス テ ム 、 及 び 、 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
特 許 文 献 １ に は 、 高 速 道 路 の 橋 梁 を 連 結 す る ジ ョ イ ン ト 部 分 等 に 生 じ る 異 常 を 診 断 す る た  
め の 発 明 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ に 記 載 の 発 明 は 、 診 断 対 象 か ら 発 せ ら れ る 音 響 信  
号 か ら 非 定 常 区 間 を 検 出 し 、 検 出 し た 非 定 常 区 間 の 音 響 信 号 に 基 づ い て 、 診 断 対 象 の 異 常  
の 有 無 を 判 断 す る 。 こ れ に よ り 、 診 断 対 象 の 状 態 が 、 診 断 対 象 か ら 発 せ ら れ た 音 響 信 号 の  
非 定 常 な 区 間 に よ く 表 れ る 場 合 で も 、 比 較 的 精 度 の よ い 診 断 を 自 動 的 に 行 う こ と が で き る  
。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ５ ７ ６ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 発 明 は 、 診 断 対 象 か ら 発 せ ら れ る 音 響 信 号 か ら 非 定 常  
区 間 を 検 出 し 、 検 出 し た 非 定 常 区 間 の 音 響 信 号 に 基 づ い て 、 診 断 対 象 の 異 常 の 有 無 を 判 断  
し て い る た め 、 複 雑 な 処 理 が 必 要 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 簡 易 な 処 理 で 、 対 象 物 の 変 化 を 検 出 可 能 な 手 段 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 １ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 対 象 物 の 音 を 採 取 す る た め の セ ン サ ー と 、 制 御 部 と 、 を 備 え 、  
前 記 制 御 部 は 、 前 記 セ ン サ ー に よ り 採 取 さ れ た 対 象 物 の 音 で あ る 対 象 音 と 、 特 定 状 態 の 対  
象 物 の 音 で あ る リ フ ァ レ ン ス 音 と 、 を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 基 づ い て 、 対 象 物 の 状 態 を 判 断  
す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 で は 、 制 御 部 は 、 セ ン サ ー に よ り 採 取 さ れ た 対 象 物 の 音 で あ る 対 象 音 と 、 特 定 状 態  
の 対 象 物 の 音 で あ る リ フ ァ レ ン ス 音 と 、 を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 基 づ い て 、 対 象 物 の 状 態 を  
判 断 す る 。 例 え ば 、 「 リ フ ァ レ ン ス 音 」 と し て 、 音 が 採 取 さ れ る 対 象 物 の 正 常 状 態 の 音 を  
用 い れ ば 、 正 常 状 態 の 対 象 物 の 音 と の 比 較 を 行 う こ と が で き る た め 、 正 常 状 態 に 対 す る 現  
在 の 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 正 常 状 態 に 対 す る 現 在 の 対 象 物 の 状 態 が  
判 断 さ れ る た め 、 判 断 結 果 に 基 づ い て 、 オ ペ レ ー タ ー 等 は 、 容 易 に 、 現 在 の 状 態 を 判 断 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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ま た 、 対 象 音 と リ フ ァ レ ン ス 音 と の 比 較 の み で 、 対 象 物 の 状 態 を 判 断 す る た め 、 簡 易 な 処  
理 で 、 対 象 物 の 変 化 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ２ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 特 定 状 態 は 、 対 象 物 の 正 常 状  
態 で あ り 、 リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 正 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 で は 、 リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 正 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る た め 、 正 常 状 態 に 対 す る 現  
在 の 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 現 在 の 状 態 が 、 正 常 状 態 で あ る か 否 か を 判  
断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ３ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 特 定 状 態 は 、 対 象 物 の 異 常 状  
態 で あ り 、 リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 異 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 で は 、 リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 異 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る た め 、 異 常 状 態 に 対 す る 現  
在 の 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 現 在 の 状 態 が 、 異 常 状 態 で あ る か 否 か を 判  
断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ４ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 特 定 状 態 は 、 対 象 物 の 正 常 状  
態 、 及 び 、 異 常 状 態 で あ り 、 リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 正 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る 第 １ リ フ ァ  
レ ン ス 音 と 、 異 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 と 、 を 含 み 、 前 記 制 御 部 は  
、 対 象 音 と 、 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 の 両 方 と 、 を 比 較 し 、 比 較 結 果 に  
基 づ い て 、 対 象 物 の 状 態 を 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ５ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ ～ 第 ４ の い ず れ か の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 制 御 部  
は 、 判 断 し た 対 象 物 の 状 態 を 報 知 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 で は 、 制 御 部 は 、 判 断 し た 対 象 物 の 状 態 を 報 知 す る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ レ ー タ ー 等  
は 、 現 在 の 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 ６ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ ～ 第 ５ の い ず れ か の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 リ フ ァ レ ン  
ス 音 は 、 機 械 学 習 に よ り 学 習 モ デ ル が 作 成 さ れ 、 作 成 さ れ た 学 習 モ デ ル に 基 づ い て 取 得 さ  
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ７ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 対 象 物 は 、  
人 工 構 造 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
「 人 口 構 造 物 」 と は 、 例 え ば 、 橋 梁 、 建 築 物 、 ダ ム 等 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 ８ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 対 象 物 は 、  
人 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 ９ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 対 象 物 は 、  
山 、 河 川 、 森 林 、 海 の い ず れ か １ つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ ０ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 対 象 物 は  
、 車 両 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
「 車 両 」 と は 、 例 え ば 、 自 動 四 輪 車 、 自 動 二 輪 車 、 鉄 道 車 両 等 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 １ １ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 対 象 物 は  
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、 車 両 が 通 行 す る 被 車 両 通 行 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
車 両 が 通 行 す る 「 被 車 両 通 行 物 」 と は 、 例 え ば 、 自 動 四 輪 車 、 自 動 二 輪 車 が 通 行 す る 道 路  
、 橋 梁 等 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 １ ２ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ １ の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 セ ン サ ー は 、 車 両 が  
被 車 両 通 行 物 を 通 行 し た と き に 、 被 車 両 通 行 物 か ら 発 せ ら れ る 音 を 採 取 す る こ と を 特 徴 と  
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 １ ３ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ ２ の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 ２ つ の 前 記 セ ン サ ー を 備  
え 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 ２ つ の セ ン サ ー に よ っ て 採 取 さ れ た 音 デ ー タ の 差 分 デ ー タ を 算 出  
し 、 算 出 し た 差 分 デ ー タ に 基 づ い て 、 車 両 の 移 動 方 向 を 特 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
例 え ば 、 被 車 両 通 行 物 に 異 常 が あ る 場 合 、 車 両 が 通 行 し た と き に 、 被 車 両 通 行 物 か ら 発 せ  
ら れ る 音 は 、 車 両 の 移 動 方 向 に よ っ て 異 な る は ず で あ る 。 本 発 明 で は 、 制 御 部 は 、 前 記 ２  
つ の セ ン サ ー に よ っ て 採 取 さ れ た 音 デ ー タ の 差 分 デ ー タ を 算 出 し 、 算 出 し た 差 分 デ ー タ に  
基 づ い て 、 車 両 の 移 動 方 向 を 特 定 す る 。 こ の た め 、 車 両 の 移 動 方 向 を 考 慮 し た 、 被 車 両 通  
行 物 の 通 常 ／ 異 常 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 １ ４ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ ３ の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 被 車  
両 通 行 物 を 、 車 両 が 、 一 方 向 か ら 他 方 向 、 他 方 向 か ら 一 方 向 へ 移 動 す る と き の 音 を 含 む こ  
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 １ ５ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 第 １ ２ の 発 明 の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 セ ン  
サ ー に よ っ て 採 取 さ れ た 対 象 音 に 基 づ い て 、 車 両 の 通 行 台 数 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る  
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 で は 、 制 御 部 は 、 セ ン サ ー に よ っ て 採 取 さ れ た 対 象 音 に 基 づ い て 、 車 両 の 通 行 台 数  
を 検 出 す る 。 こ れ に よ り 、 シ ス テ ム を 、 対 象 物 の 状 態 判 断 以 外 に も 利 用 す る こ と が で き る  
。   
【 ０ ０ ３ １ 】
第 １ ６ の 発 明 の 方 法 は 、 セ ン サ ー に よ り 採 取 さ れ た 対 象 物 の 音 で あ る 対 象 音 と 、 特 定 状 態  
の 対 象 物 の 音 で あ る リ フ ァ レ ン ス 音 と 、 を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 基 づ い て 、 対 象 物 の 状 態 を  
判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 簡 易 な 処 理 で 、 対 象 物 の 変 化 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る シ ス テ ム に よ る 処 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る シ ス テ ム は 、 例 え ば  
、 セ ン サ ー と 、 サ ー バ ー と 、 か ら 構 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に 係 る シ ス テ ム で は 、 セ ン サ ー  
に よ り 採 取 さ れ る 対 象 物 の 音 で あ る 対 象 音 が 、 サ ー バ ー に 送 信 さ れ 、 サ ー バ ー に お い て 、  
対 象 音 の 解 析 等 が 行 わ れ る 。 サ ー バ ー は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ C e n t r a l  P r o c e s s i n g  U n i t ） 等 の  
制 御 部 を 備 え る 。 制 御 部 は 、 サ ー バ ー を 構 成 す る 各 部 を 制 御 し 、 サ ー バ ー で 行 わ れ る 処 理  
を 実 行 す る 。 な お 、 シ ス テ ム は 、 セ ン サ ー と サ ー バ ー と に よ り 構 成 さ れ る 態 様 に 限 ら れ ず  
、 例 え ば 、 セ ン サ ー と ス マ ー ト フ ォ ン 等 と に よ り 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ こ で 、 上 述 し た 対 象 物 は 、 例 え ば 、 人 口 構 造 物 、 人 体 、 車 両 、 山 、 河 川 、 森 林 、 海 等 で  
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あ る 。 人 口 構 造 物 は 、 例 え ば 、 橋 梁 、 建 築 物 等 で あ る 。 対 象 物 が 橋 梁 で あ る 場 合 、 車 両 が  
通 過 し た と き の 橋 梁 か ら 発 せ れ る 音 が 、 「 対 象 音 」 と な る 。 こ の 場 合 、 対 象 音 を 採 取 す る  
た め の セ ン サ ー は 、 橋 梁 の 所 定 位 置 （ 例 え ば 、 ジ ョ イ ン ト 付 近 等 ） に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 対 象 物 が 、 人 体 で あ る 場 合 、 心 音 、 呼 吸 音 等 の 生 体 音 が 、 「 対 象 音 」 と な る 。 こ の  
場 合 、 セ ン サ ー は 、 人 体 の 所 定 位 置 （ 例 え ば 、 肺 、 心 臓 の 付 近 等 ） に 取 り 付 け ら れ る 。 ま  
た 、 車 両 は 、 例 え ば 、 自 動 四 輪 車 、 自 動 二 輪 車 、 鉄 道 車 両 、 建 機 車 両 等 で あ る 。 対 象 物 が  
自 動 四 輪 車 で あ る 場 合 、 例 え ば 、 自 動 四 輪 車 の エ ン ジ ン 音 が 、 対 象 音 と な る 。 こ の 場 合 、  
セ ン サ ー は 、 自 動 四 輪 車 の 所 定 位 置 （ 例 え ば 、 エ ン ジ ン の 付 近 等 ） に 取 り 付 け ら れ る 。 な  
お 、 音 を 採 取 す る 対 象 物 は 、 こ れ ら に 限 ら れ ず 、 家 電 製 品 （ 例 え ば 、 洗 濯 機 、 ド ラ イ ヤ ー  
等 ） 等 で あ っ て も よ い 。 な お 、 「 音 」 は 、 「 振 動 」 を 含 む 概 念 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る シ ス テ ム に よ る 処 理 を 示 す 図 で あ る 。 シ ス テ ム は 、 「 セ  
ン シ ン グ 」 プ ロ セ ス 、 「 比 較 」 プ ロ セ ス 、 「 報 知 」 プ ロ セ ス を 実 行 す る 。 「 セ ン シ ン グ 」  
プ ロ セ ス は 、 セ ン サ ー に よ り 対 象 音 を 採 取 す る プ ロ セ ス で あ る 。 「 セ ン シ ン グ 」 プ ロ セ ス  
の 後 、 サ ー バ ー が 備 え る 制 御 部 は 、 「 比 較 」 プ ロ セ ス を 実 行 す る 。 「 比 較 」 プ ロ セ ス は 、  
セ ン サ ー に よ り 採 取 さ れ た 対 象 音 と 、 特 定 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る リ フ ァ レ ン ス 音 と 、 を  
比 較 し 、 比 較 結 果 に 基 づ い て 、 対 象 物 の 状 態 （ 正 常 状 態 、 異 常 状 態 ） を 判 断 す る プ ロ セ ス  
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ こ で 、 「 特 定 状 態 」 と は 、 「 対 象 物 の 正 常 状 態 」 、 「 対 象 物 の 異 常 状 態 」 を い う 。 ま た  
、 「 リ フ ァ レ ン ス 音 」 は 、 正 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る 「 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 」 と 、 異 常  
状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る 「 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 」 と 、 を 含 む 。 対 象 物 が 、 橋 梁 で あ る 場 合  
、 例 え ば 、 対 象 物 の 異 常 状 態 と は 、 老 朽 化 し た 状 態 で あ り 、 正 常 状 態 と は 、 老 朽 化 し て い  
な い 状 態 で あ る 。 こ の 場 合 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 老 朽 化 し た 状 態 の 橋 梁 を 車 両 が 通 過  
し た 場 合 に 橋 梁 か ら 発 せ ら れ る 音 で あ る 。 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 老 朽 化 し て い な い 状 態  
の 橋 梁 を 車 両 が 通 過 し た 場 合 に 橋 梁 か ら 発 せ ら れ る 音 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
対 象 物 が 、 人 体 で あ る 場 合 、 例 え ば 、 対 象 物 の 異 常 状 態 と は 、 人 体 が 疾 病 し て い る 状 態 で  
あ り 、 正 常 状 態 と は 、 人 体 が 疾 病 し て い な い 状 態 で あ る 。 こ の 場 合 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音  
は 、 疾 病 し て い る 状 態 の 生 体 音 で あ る 。 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 疾 病 し て い な い 状 態 の 生  
体 音 で あ る 。 ま た 、 対 象 物 が 、 車 両 で あ る 場 合 、 例 え ば 、 対 象 物 の 異 常 状 態 と は 、 エ ン ジ  
ン が 正 常 に 燃 焼 し て い な い 状 態 （ 燃 焼 不 良 状 態 ） で あ り 、 正 常 状 態 と は 、 エ ン ジ ン が 正 常  
に 燃 焼 し て い る 状 態 で あ る 。 こ の 場 合 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 正 常 に 燃 焼 し て い な い エ  
ン ジ ン 音 で あ る 。 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 正 常 に 燃 焼 し て い る エ ン ジ ン 音 で あ る 。 ま た 、  
対 象 物 が 、 山 で あ る 場 合 、 対 象 物 の 異 常 状 態 と は 、 地 滑 り が 起 こ る 直 前 の 状 態 で あ り 、 正  
常 状 態 と は 、 こ れ 以 外 の 状 態 で あ る 。 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 雨 が 降 っ て い る と き の 、 地  
滑 り が 起 こ る 直 前 の 音 で あ り 、 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 こ れ 以 外 の 状 態 の 音 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 対 象 物 が 正 常 状 態 で あ る 場 合 に 、 予 め 採 取 さ れ て お り 、 サ ー バ ー  
に 記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 対 象 物 が 異 常 状 態 で あ る 場 合 に 、 予 め  
採 取 さ れ て お り 、 サ ー バ ー に 記 憶 さ れ て い る 。 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音  
を 含 む リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 機 械 学 習 に よ り 学 習 モ デ ル が 作 成 さ れ 、 作 成 さ れ た 学 習 モ デ ル  
に 基 づ い て 取 得 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
「 比 較 」 プ ロ セ ス に お い て 、 例 え ば 、 制 御 部 は 、 ま ず 、 対 象 音 と 、 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 と  
、 を 比 較 す る 。 制 御 部 は 、 対 象 音 と 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 と が 類 似 し て い る と 判 断 し た 場 合  
、 対 象 物 が 正 常 状 態 で あ る と 判 断 し 、 対 象 音 と 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 と を 比 較 し な い 。 一 方  
で 、 制 御 部 は 、 対 象 音 と 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 と が 類 似 し て い な い と 判 断 し た 場 合 、 対 象 音  
と 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 と を 比 較 す る 。 制 御 部 は 、 対 象 音 と 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 と が 類 似 し  
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て い る と 判 断 し た 場 合 、 対 象 物 が 異 常 状 態 で あ る と 判 断 す る 。 一 方 で 、 制 御 部 は 、 対 象 音  
と 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 と が 類 似 し て い な い と 判 断 し た 場 合 、 セ ン サ ー 等 に 不 具 合 が あ る と  
判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の よ う に 、 対 象 音 と 、 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 の 両 方 と 、 が 比 較 さ れ  
る こ と で 、 対 象 物 の 状 態 の 判 断 精 度 を 上 げ る こ と が で き る 。 な お 、 対 象 音 と リ フ ァ レ ン ス  
音 と の 比 較 の 順 序 は 、 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 の 順 に 限 ら れ ず 、 反 対 の  
第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 、 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 対 象 音 と 、 先 に 比 較 さ  
れ た 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 の い ず れ か と 、 が 類 似 し て い る と 判 断 さ れ  
る 場 合 で あ っ て も 、 対 象 音 と 、 残 り の 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 の い ず れ  
か と 、 が 比 較 さ れ て も よ い 。 ま た 、 対 象 音 と 、 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音  
の い ず れ か 一 方 の み と が 、 が 比 較 さ れ る よ う に な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
「 比 較 」 プ ロ セ ス の 後 、 サ ー バ ー が 備 え る 制 御 部 は 、 「 報 知 」 プ ロ セ ス を 実 行 す る 。 「 報  
知 」 プ ロ セ ス は 、 判 断 し た 対 象 物 の 状 態 （ 正 常 状 態 、 異 常 状 態 ） を 報 知 す る プ ロ セ ス で あ  
る 。 例 え ば 、 制 御 部 は 、 デ ィ ス プ レ イ に 対 象 物 の 状 態 を 表 示 す る こ と で 、 報 知 プ ロ セ ス を  
実 行 す る 。 上 述 の デ ィ ス プ レ イ は 、 サ ー バ ー に 接 続 さ れ た デ ィ ス プ レ イ で あ っ て も よ い し  
、 ユ ー ザ ー 等 が 所 有 す る ス マ ー ト フ ォ ン 等 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 制 御 部 は 、 対  
象 物 の 状 態 を 音 で 出 力 す る こ と で 、 報 知 プ ロ セ ス を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 制 御 部 は 、 セ ン サ ー に よ り 採 取 さ れ た 対 象 物 の 音  
で あ る 対 象 音 と 、 特 定 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る リ フ ァ レ ン ス 音 と 、 を 比 較 し 、 比 較 結 果 に  
基 づ い て 、 対 象 物 の 状 態 を 判 断 す る 。 例 え ば 、 「 リ フ ァ レ ン ス 音 」 と し て 、 音 が 採 取 さ れ  
る 対 象 物 の 正 常 状 態 の 音 を 用 い れ ば 、 正 常 状 態 の 対 象 物 の 音 と の 比 較 を 行 う こ と が で き る  
た め 、 正 常 状 態 に 対 す る 現 在 の 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 正 常 状 態 に 対  
す る 現 在 の 対 象 物 の 状 態 が 判 断 さ れ る た め 、 判 断 結 果 に 基 づ い て 、 オ ペ レ ー タ ー 等 は 、 容  
易 に 、 現 在 の 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 対 象 音 と リ フ ァ レ ン ス 音 と の 比 較 の み で 、 対 象 物 の 状 態 を 判 断 す る た め 、 簡 易 な 処  
理 で 、 対 象 物 の 変 化 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 正 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る た め 、 正 常  
状 態 に 対 す る 現 在 の 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 現 在 の 状 態 が 、 正 常 状 態 で  
あ る か 否 か を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 異 常 状 態 の 対 象 物 の 音 で あ る た め 、 異 常  
状 態 に 対 す る 現 在 の 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 現 在 の 状 態 が 、 異 常 状 態 で  
あ る か 否 か を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 制 御 部 は 、 判 断 し た 対 象 物 の 状 態 を 報 知 す る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ  
レ ー タ ー 等 は 、 現 在 の 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 を 適 用 可 能 な 形 態 は 、 上 述 の 実 施 形  
態 に は 限 ら れ る も の で は な く 、 以 下 に 例 示 す る よ う に 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で  
適 宜 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
音 を 採 取 す る 対 象 物 が 、 車 両 通 行 物 が 通 行 す る 被 車 両 通 行 物 （ 例 え ば 、 道 路 、 橋 梁 、 線 路  
等 ） で あ る 場 合 、 セ ン サ ー は 、 車 両 が 被 車 両 通 行 物 を 通 行 し た と き に 、 被 車 両 通 行 物 か ら  
発 せ ら れ る 音 を 採 取 す る 。 対 象 物 が 、 被 車 両 通 行 物 の 場 合 、 セ ン サ ー は 、 ２ つ 設 け ら れ る  
。 制 御 部 は 、 ２ つ の セ ン サ ー に よ っ て 採 取 さ れ た 音 デ ー タ の 差 分 デ ー タ を 算 出 し 、 算 出 し  
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た 差 分 デ ー タ に 基 づ い て 、 車 両 の 移 動 方 向 を 特 定 す る 。 セ ン サ ー を ２ つ 設 け る こ と に よ り  
、 車 両 通 行 時 に 、 ２ つ の セ ン サ ー に よ っ て 採 取 さ れ る 音 は 、 異 な る た め 、 こ れ に 基 づ い て  
、 車 両 の 移 動 方 向 を 特 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
例 え ば 、 被 車 両 通 行 物 に 異 常 が あ る 場 合 、 車 両 が 通 行 し た と き に 、 被 車 両 通 行 物 か ら 発 せ  
ら れ る 音 は 、 車 両 の 移 動 方 向 に よ っ て 異 な る は ず で あ る 。 こ の た め 、 上 述 の と お り 、 制 御  
部 は 、 ２ つ の セ ン サ ー に よ っ て 採 取 さ れ た 音 デ ー タ の 差 分 デ ー タ を 算 出 し 、 算 出 し た 差 分  
デ ー タ に 基 づ い て 、 車 両 の 移 動 方 向 を 特 定 す る 。 こ れ に よ り 、 車 両 の 移 動 方 向 を 考 慮 し た  
、 被 車 両 通 行 物 の 通 常 ／ 異 常 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の 場 合 、 リ フ ァ レ ン ス 音 は 、 被 車 両 通 行 物 を 、 車 両 が 、 一 方 向 か ら 他 方 向 、 他 方 向 か ら  
一 方 向 へ 移 動 す る と き の 音 を 含 む 。 な お 、 セ ン サ ー の 数 は 、 ２ つ 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 制 御 部 は 、 セ ン サ ー に よ っ て 採 取 さ れ た 対 象 音 に 基 づ い て 、 車 両 の 通 行 台 数 を 検 出  
す る 。 こ れ に よ り 、 シ ス テ ム を 、 対 象 物 の 状 態 判 断 以 外 に も 利 用 す る こ と が で き る 。 な お  
、 音 （ 振 動 ） に よ る 通 行 台 数 の 検 出 は 、 周 知 の 手 法 で 行 わ れ れ ば よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 発 明 は 、 対 象 物 の 変 化 を 検 出 す る シ ス テ ム 、 及 び 、 方 法 に 好 適 に 採 用 さ れ 得 る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】



10

JP 2022-19028 A 2022.1.27(9)

フロントページの続き

(72)発明者　 多根  康行
大阪府寝屋川市日新町２番１号  オンキヨー株式会社内

Ｆターム（参考）　 2G024 AD16 AD34 AD50 BA27 CA13 FA01
2G064 AB13 AB22 BA02 CC29 CC58 DD02


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

